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涅槃会を厳修 
 

お寺の予定表 
 

今月のことば 
 

スクリプチャー

クラス再開 
 

文化庁訪問 
 

ク リー ンア ップ

オーストラリア 
 

テニスコートを

借りてサポート! 
 

ご 懇 念 録  

通算 第１９１号 ACN  058  396  642 / ABN  63 058 396 642  

Feb  26(Sun)  11:00 am  日曜礼拝 / Sunday Service   

Mar   5 (Sun)  9 am ～クリーンアップ･オーストラリア･ディ / Clean up Australia Day 

                      ＠Lane Cove National Park [ 日曜礼拝は休座/No service at HBMA] 

        11 (Sat)  2-6 pm 東日本大震災6周年復興支援イベント / 6th Year Memorial Event 

  for East Japan Earthquake @ Daugherty Centre, Chatswood 

       12 (Sun)  11:00 am  三月祥月&東日本大震災物故者追悼法要 

  /March Shotsuki & Memorial Service for the Japan-quake deceased  

       19 (Sun)  11:00 am  秋季彼岸会/Autumn O-Higan Service  

       20 (Mon)       〔 本願寺報発行 / New Bulletin Issue 〕  

       26 (Sun)     〈 休 座 / No Service  〉 

Apr 2 (Sun)  11:00 am  花まつり法要 / Hana-matsuri Service  

              英語講師/Guest Speaker: Rev Mark Healsmith  

         9 (Sun)  11:00 am  四月祥月法要 / April Shotsuki   

11(Tue)-23(Sun) 渡部所長 本山での伝灯奉告法要出席のため一時帰国 

         Rev Watanabe off to Japan to attend Dento Hokoku Hoyo  

16 & 23 (Sun)   〈 休 座 / No Service  〉       
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「涅槃会」を厳修！ 
2月12日(日) 

 オーストラリア開教事務所では、去る2月

12日に、集った皆様と共に、今年度の涅槃

会をお勤め致しました。 

 涅槃会は、お釈迦様の入涅槃、つまり仏教

の開祖･釈迦牟尼仏がお亡くなりになられた

事を追悼し感謝を捧げる法要です。 

 お釈迦様は、人間が一人一人が持つ煩悩、

来る３月５日

朝9時から行わ

れるクリーン

アップ･オース

トラリアディ

に、一 緒 に 参

加致しましょ

う！(お昼は公園

でのピクニックで

す！尚、こ の日 の

お参りは休座とな

ります)。合掌 

業 ( ご う）、そ し

て苦しみなどから

解放される道、人

が人として生きる

ことの根源的意味

を明らかに示し

て 下 さ い ま し

た。お 釈 迦 様 が
この世にお生まれ

になって覚った教えを弘めて下さったお陰

で、私たちはその教え、仏教を学び仏道を

歩むことができるのです。そのようなお釈

迦様の遺徳に感謝を捧げる法会が「涅槃

会」なのです。 

 ここで言う「涅槃」と

は単なる「死」を意味し

ているのではありませ

ん。涅槃とはサンスク

リット語の「ニルバー

ナ」を音訳したもので、

もともと「火の消えた状

態」という意味を持って

    

開教事務所の入口に設置され

た涅槃会の案内板(12/2/17) 

(２ページへつづく） 

お荘厳された開教事務

所のお内陣 

涅槃会にお参りされた皆様と一緒に；(後列左から)鈴ちゃん、 

頌君、渡部開教使、奥山裕子さん、ﾌｫﾝｸﾞ･ﾉｰﾏﾝさん&ﾗｽﾞﾛ君、

由信君、三井ブラウン綾子さん、(前列左から)ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞｿﾝ･ﾋﾞｸ

ﾀｰさん＆ｼﾞﾙさん。(撮影by 由紀美） 
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います。火は人

間の欲望･煩悩

を表しています

ので、その煩悩

の炎を全て消し

去って完全な悟

りを開いた状態

のことを言うの

です。そして、

最期に、お釈迦

さまのいのちの

火が消え、入滅した時を、完全な涅槃という

ことで「大般(だいはつ)涅槃」と呼び、永遠

のやすらぎを得た状態のことを言います。 
 

 子供たちへのメッセージでは、消したいも

の、と言うことについて考えてもらいまし

た。それで、具体的に考えるために、日本の

消しゴムを作っている会社の行ったアンケー

ト調査を紹介しました。日本人1,000人に

｢あなたがいちばん消したいものは何です

か？」と言うアンケートを行ったそうです。 

 一番多かったのは、男女とも今までにした

恥ずかしいことだったそうです。恥ずかしい

ことを消したいと思う人は100人以上いまし

た。その恥ずかしいことの中には、｢授業中

寝てしまい、そして寝言を言ってみんなに笑

われた｣｢学校の大切な式で司会をした時、ズ

ボンのチャックが開いていた」｢雨の日に道

を歩いていて、マンホールに落ちてしまい沢

山の人に見られた」など、若い世代の回答例

が多く見受けられました。年を取ると、恥ず

かしいことがありすぎてきっと思い出すのも

大変なのかもしれません。 

 また、男の人が消したいもので2番目に多

かったのは、「銀行や他人から借りたお金」

3番目は「悪い政治家｣という回答でした。女

の人の答えで2番目に消したいものは、顔に

あるニキビやシミ、などで、3番目は体の脂

肪でした。学校に通っている子供たちが一番

消したいものは、学校の成績、次に入学試

験、3番目が恥ずかしいことでした。 

 他にも興味深い答えがあり、一部を紹介し

ますと、｢今までの人生」、｢病気｣、｢歳｣、

｢失恋｣などの回答もかなりありました。 

また、｢禁煙の約束｣｢主人のゴルフの予定｣

｢結婚の約束をした恋人｣｢嫌いな課長の髪｣な

どの面白い答えもあったそうです。 

 何でも消せる消しゴムを発明したら、きっ

と沢山売れるのではないでしょうか。でも、

もしそんなものがあったら自分が消されない

よう気をつけないといけません！ 
 

 火を消すことは簡単ですが、私達の過去の

行い、心の中の思いといったものを消し去る

ことはできません。阿弥陀仏は、私たち人間

のそうした心の奥底を遙か昔から知ってお

り、その上で私たちを一人も漏らさず平等に

自分の仏国土、浄土へと導いて下さると約束

されたのです。だからこそ、その阿弥陀様へ

の感謝の気持ちとして、自然に｢南無阿弥陀

仏」と申させて頂くのです。と、お話しさせ

て頂きました。 

 

 そして大人の法話では、まず、お釈迦様の

最期の様子をまず紹介致しました。 

「弟子たちよ、私の終りは既に近い。別離も
遠いことではない。しかし、いたずらに悲し
んではならない。世は無常であり､生れて死
なない者はない。今私の身が朽ちた車のよう
に壊れるのも､この無常の道理を身を持って
示すのである。」 

「弟子たちよ、今は私の最期の時である。し
かし、この死は肉体の死であることを忘れて
はならない。肉体は父母より生まれ、食に
よって保たれるものであるから、病み､傷つ
き、壊れることはやむを得ない。 

 仏の本質は､肉体ではない。さとりであ
る。肉体はここに滅びても、さとりは永遠に
法と道とに生きている。だから、私の肉体を
見る者が私を見るのではなく、私の教えを知
る者こそ私を見る。 

 私の亡き後は､私の説き遺した法がおまえ
たちの師である。この法を保ち続けて私に仕
えるようにするがよい。 

 弟子たちよ。私はこの人生の後半45年間
において、説くべきものはすべて説き終り、
為すべきことはすべて為し終わった。私には
もはや秘密はない。内もなく､外もなく､全て
みな完全に解き明かし終わった。 

 弟子たちよ､今や私の最期である。私は今
より涅槃に入るであろう。これが私の最後の
教誡である。」 
 

 次に紹介するのは、とても有名な和尚さん

と小僧さんのお話です。 
 

－ある日、和尚さんが小僧さんに、自分の代

わりにある檀家さんの家に行って法事をして

きて欲しいと頼んだそうな。｢分かりました、

和尚さん」と言って、その檀家さんのお宅に

向かった。その家のおばあさん、とても喜ん

で小僧さんを迎えて下さった。 

「よぉおいでになった！和尚さんから小僧さ

んが来ると聞いとった。ささ、上がって。今

日は夕飯も召し上がれ。美味しいご飯を炊く

からの。」と言われ、小僧さん大喜び！何せ

ここしばらく白いご飯は頂いていなかったの

で､その喜びようったらなかった。お経の間も

考えることは、お茶碗に入ったアツアツのご

飯のことばかり。台所をちらっと見ると、最

初、釜の中のお米を洗うおばあさんを確認し､

わくわくしていたら次の瞬間、小僧さん、自

(３ページにつづく）         

『…この世に

あって末通っ

ているものが

一つあるので

す。それが、

念仏、南無阿

弥陀仏なので

す。阿弥陀仏

の全ての生き

とし生けるも

のを救いたい

という願いは

既にかなえら

れ今ここに届

けられている

のです。…』 
(本文より) 

Page ２ (1ページより) 

お焼香をするフォング･

ノーマンさん 

釈尊入涅槃の彫刻  

(ガンダーラ出土 2－3世紀） 

2017年涅槃会を厳修 
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分の目を疑った。なんと、ハイハイしてきた孫がおばあさんが

目を離した隙に､立ち上がって釜の中にチョロチョロと小便を

した！それを見た小僧さん、炊きたてのご飯を食べれると喜ん

でいた天にも昇る程嬉しい気持ちがいっぺんに吹き飛んでし

まった。そして次の瞬間にはどうやってこの状況から逃げ出す

かを一生懸命考えた。お経が終わるとおばあさんがやってき

て､｢さぁさ、ご飯が炊けたで、どうぞ」と言ってお茶碗を差し

出してきた。さあ大変、小僧さんはとっさに｢お、おばあさ

ん、イテ、テッ、急に腹が痛うなった。せっかく炊いてもろた

のに食べれん！残念、イタッ！」と言いながら帰り支度をして

一目散にお寺に駆け戻ったと。 

 数日後、和尚さんから例のおばあさん宅で別の法事をしてく

るように言われた小僧さん、おばあさんの家に出向きました。

小僧さん、毎日忙しくて前回のことをすっかり忘れていた。 

 おばあさんは、小僧さんを迎え「ようこそ、ようこそ、今日

も、よぉおいで下さった。今日は小僧さんのために甘酒を作っ

たで、飲んでお行き」とまたまた大歓迎された。小僧さん、ま

たもや読経中にも拘わらず、甘酒のことばかり考えておった。

読経が終わると､おばあさんが持ってきた熱い甘酒を頂いた。

その美味しいことと言ったらなかった。小僧さん「おばあさ

ん、美味しゅう頂きました！」と言うと、おばあさん、こう

言った。「小僧さん、覚えとるかぇ？この前いらっしゃった時

にご飯を炊いたんにお前さんお食べになられんかった。せっか

く小僧さんの為に炊いたんで、頂くのももったいのうて、それ

で、あのご飯使うて、この甘酒作らせてもろたんやわ。」 

 

 私たちの日々の生活で、老い、病気、そして死、愛する人と

の別れ、会いたくない人と会わなくてはいけない等々、色々と

人間として生れてきて日々を生きる以上どうしても避けて通れ

ないものがあります。それらは先送りの出来ないものばかりで

す。お釈迦様も､｢世は無常であり、生まれて死なないものはな

い」とおっしゃられました。勿論それはお釈迦様でも避けて通

れませんでした。しかし、この世にあって末通っているものが

一つあるのです。それが、念仏、南無阿弥陀仏なのです。阿弥

陀仏の全ての生きとし生けるものを救いたいという願いは既に

かなえられ今ここに届けられているのです。それをただそのま

ま頂くことが信心頂く事なのです。お念仏を称え､阿弥陀様の

お救いを喜び、毎日を感謝と共に生きていきましょう。－ 

 

 涅槃会にお参り頂いた、奥山裕

子さん、ヴィクター&ジル･デイ

ビッドソン夫妻、三井ブラウン綾

子さん、フォング･ノーマンさんと

三男のラズロ君、ようこそお越し

下さいました。そして家内の由紀

美そして我が家のこどもたち(由

信、鈴、頌)といっしょに楽しく食

事をすることができました。参拝

して頂いた皆様のお陰で有り難い

法要の場が設けられましたことを

感謝致します。     合掌 

 

オーストラリア開教事務所長 

渡部 重信 

 

 

今月のことば 

 
 

 

 

Shinran Shonin 
(1173 – 1263) 

 

 

Tathagata is none  
other than nirvana, 
and nirvana is called  

Buddha-nature 
 

 

 

 

 

 
 

真宗教団連合刊 

｢2017(平成29年)法語カレンダー」 

(Dharma Words)より 
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美味しいお昼を持ち寄って下さ

り有り難うございました！ 

2017年涅槃会を厳修 



 ご 懇 念 録  Expression of Dana/Gratitude 

この一ヶ月間で、下記の方々より総計 655.00ドルのご懇志をご進納いただきました。また、本願寺設立基金へ総計

55ドルが進納されました。 

また、お賽銭箱には、計72ドルが浄財として参拝者より喜捨して頂いておりました。この浄財は本願寺設立基金へ進納

されました。有り難うございました。 合掌 

In the past month, donations to the amount of  $710.00  were offered to the Amida Buddha through the Hongwanji Buddhist Mission of Austra-

lia. HBMA have also deposited $ 55.00 to the Hongwanji Temple of Sydney Building Fund. 

HBMA members and attendants have also deposited $72.00 in the donation box which also deposited to the Hongwanji Temple of Sydney Build-

この一ヶ月間で、下記の方々より総計 1,135.00ドルのご懇志をご進納いただきました。有り難うございました。合掌 

In the past month, donations to the amount of  1,135.00  were offered to the Amida Buddha through the Hongwanji Buddhist Mission of Australia. 

The HBMA acknowledges the donors and would like to express our sincere gratitude to the following for their generous donations:  

 * Ms Ayako Mitsui-Browne  Memorial service and donations  
 * Mr Michio Ochiai  Membership (One year) 

 * JCS Printing Honorarium (Jan & Feb /2016) 

 * Chaplain Fund  Buddhist Council of NSW 

 * Rev Watanabe -  

 * Rev Masako Sugimoto  2017 Dharma Words Calendar 20 copies 
 

      Thank you very much  in Gassho                            
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Lindfield East小学校で仏教の 
スクリプチャー(聖典講読)クラス再開！ 
 

 今年も2月21日から東リンドフィール

ド小学校のスクリプチャークラスが始ま

りました。新しく6人のキンディーさん

と、他の学年からも4人のニューフェイス

が加わり、36人という過去11年間で2番

目に多い(37人がこれまでの最高）人数と

なる生徒数でのスタート。今年も楽しく

なりそうです！ 

 最初の授業では、まず、新しい生徒の

為に自己紹介をした後、夏休みの出来事でニュースを発

表したい生徒の話を聞き、それから、恒例の、お釈迦様

のメッセージを紹介しました。この日は－｢全てのものは

変化し続け、何一つとして変化せずにとどまっているも

のはない」と言うお釈迦様の有名なお言葉の紹介と、仏

教の基本的な説明をしました。また今年一年、子供たち

と一緒に楽しく仏教について学んで行きたいものと思っ

ています。  合掌 
 

文化庁文化部宗務課の二人が開教事務所を訪問 
 

 先日、2月14日に､日本の文化庁文化部宗務課専門

職の大澤広嗣氏並びに､同文化部宗務法人室法人係長

の林実氏が、オーストラリアでの日本の宗教の広がり

を調査するために来豪、開教事

務所を訪れて、浄土真宗本願寺

派がどのようにこの地で教線を

広げてきて､オーストラリア人､

日本人に如何に布教を行ってい

るかの聞き取りをして行かれま

した。彼らの取材がオーストラ

リアでの宗教事情理解に役立つ

ことを念願しています。 合掌 
 

クリーンアップ･オーストラリアに参加しよう！ 
 

 2017年度のクリーンアップ･オーストラリアが、来る

3月5日(日)に催されます。 

 オーストラリアの公園や浜辺をきれいにしよう、とい

うことで始まったこのイベントは、今では参加人数が

オーストラリア最大のボランティア活動となっていま

す。公園を散歩がてら、周りのゴミを拾ってみません

か？一年に一度のこのイベントは、誰もが気軽に参加で

きるものです。今回も、シドニー日本クラブ、シドニー

日本人会の皆様と一緒にこのイベントに参加します。希

望者は清掃活動後、BBQにも参加できます。 
 

1．日時：3月5日(日) 

清掃活動 午前9時から

11時  

BBQ 午前11時より(参

加者は事前にお問い合わ

せ下さい。) 

2．場所：レーンコーブ･

ナショナル･パークLane 

Cove National Park 

3．集合：Lady Game 

Driveゲートから10㍍ほ

ど入った場所(地図参照) 

4 ．持 参 物 ： 手 袋、帽

子、日焼け止め、サング

ラス等 

＊通常、公園内は車の入場料が必要ですが、入口で、ク

リーンアップ･オーストラリアに参加する旨をお伝え頂

ければ無料になります。 
 

テニスコートを借りて開教事務所を
サポートしましょう！ 
 

 開教事務所の

敷地内にあるテニスコート

を貸し出していることをご

存じでしょうか？2015年

に引越してから整備を続け

使用できるようになりまし

た。これを受けて、コート

を会員価格(1時間10ドル、

非会員は15ドル)で使って

頂いています。是非多くの

方が活用し、開教事務所をサポートして頂けたら嬉しく

思います。どうか宜しくお願い致します。   合掌 

HBMA News 

メッセージを用

紙に書く生徒達 

昨年度の全体集合写真 

きれいに掃除された開教事務所裏

のテニスコート、ご予約は (02)

8901－4334までどうぞ！ 

文化庁からのお二人と 



Buddhist Scripture Class  

resumed at  

Lindfield East Public School. 
 

Buddhist  scripture  class  re-

started on Tuesday 21st Febru-

ary,  at  Lindfield  East  Public 

School where I volunteer as a 

scripture teacher. 2017 makes 

my 11th year of continuous com-

munity volunteer service at this 

school! 

At the first lesson, there were 36 

students this year including 10 

new faces, among them 6 were from kindergarten 

classes. This is the second largest number of stu-

dents in the last 11 years! After 

introducing  all  the  new stu-

dents, we learnt an important 

and  famous  message  of  the 

Buddha,  which  was 

òEverything  changes  nothing 

remains 

without 

change.ó  

I explained 

that  by 

knowing 

and under-

standing this message fully, we 

know our life can not be re-

peated and each moment is very 

precious so we have to do our 

best in our everyday lives. Then 

I explained what BUDDHISM 

stands for - B for Buddha, U for 

Buddhaõs  Ultimate  teaching, 

which is Dharma, then one of 

principals is òLife is sufferingó 

which is Dukka, then by believ-

ing Buddhist teaching, we can 

have  Happy  life,  Inter-

dependent with each other, lead 

by the Sangha (Monks) who do 

Meditation as one of their daily 

practices. 
 

It is a very important task for 

adult to teach children about the 

Buddha Dharma from their young 

age, and this scripture class is giv-

ing me a wonderful opportunity. 

We all believe Australia has a very 

good  education  system  and  we 

should use this opportunity effec-

tively. 

                       In Gassho 

Rev Shigenobu Watanabe 
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Scripture Class at Lindfield East PS HBMA NSWS 

This  tennis  court 

always  has  some 

shade  where  you 

can rest  during  a 

break! 

This  year  once  again 

Buddhist scripture class 

will be taught in library 

(Top: sign for Buddhist 

scripture studnets.) 

Buddhaõs message on the 

white board 

Officers from Agency for  

Cultural Affairs visited HBMA 
 

We welcomed a couple of Japanese government offi-

cers, Mr Koji Osawa and Mr Minoru Hayashi from the 

Religious Affairs Division of the Agency for Cultural 

Affairs on Tuesday 14 February. They came to Aus-

tralia to research how Japanese religions are develop-

ing, our relationship with Australians, and how we 

are registered with the Australian government, etc. I 

hope the information I shared with them will help the 

Japanese government to understand how Jodo Shin-

shu is developing in Australia.                     In Gassho, 

Please use the HBMA tennis 

court and support HBMA! 
 

As our new HBMA location has a tennis court. Since 

last yearõs big clean up weõve been using and also 

renting to the people who wish to practice tennis.  

To support HBMA you are most welcome to hire the 

court. The hiring cost is very minimum as $10/hour 

for HBMA members ($15/hour for non-members). So 

please use the court as 

much as you wish and 

support HBMA! 

                   In Gassho, 

(Top) All students write 

or  draw  what  they 

learnt  (bottom),  then 

watched  cartoon  about 

Buddhaõs life. (21/2/17) 

(L to R) Mr Minoru Hayashi, Rev Wata-

nabe, and Mr Koji Osawa (14/02/17)) 

The Agency for Cul-

tural Affairs the ser-

vice publishing òYear 

Book of Religions in 

Japan.ó 
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(From page 2)  

At that instant,  his  happy 

thought of rice were all gone, 

and all he could think of was 

how he could get out of this 

situation.  

After Kozo-san had finished 

his  chanting,  the  old  lady 

told him that the rice was 

ready.  But,  Kozo-san  no 

longer wanted to eat the rice, so he said to her, òI 

am sorry, but suddenly Iõve got a stomach ache and 

I donõt think I can eat that rice.ó With this, he 

quickly packed his belongings and went back to the 

temple. 
 

- A few days later, Osho-san asked him to go to 

that old ladyõs house again for another service. By 

this time, Kozo-san had completely forgotten what 

happened  on  his  last  visit  as  Kozo-sanõs daily 

schedule was very busy. 

When he arrived at the house, the old lady an-

swered at the door and said to him, òOh welcome, 

welcome! It is so nice to see you again. I knew you 

are coming today, so I made some Amazake (a 

sweet rice wine) for you!ó 

Once again, Kozo-san was 

very happy because he was 

going to have Amazake! Af-

ter the service, the old lady 

served Kozo-san a cup of 

hot  Amazake.  Kozo-san 

drank this rice wine and 

told her how delicious it 

was. 

It was then that the old lady said to him, òDo you 

remember the last time you came here for the ser-

vice? I cooked rice for you but you couldnõt eat it. 

Well, I didnõt want to waste the rice and yet, I did-

nõt want to eat it, because I cooked it for you. So, I 

made this Amazake from that rice you couldnõt eat 

the other day!ó 

You could imagine how Kozo-san reacted! 

 

I love this story. In our daily lives, there are some 

things we cannot avoid. For example, aging, illness, 

and death are inevitable and we cannot escape from 

them. In our daily life as well, there are a lot of 

things we cannot escape. 

Those  who  are  working  have  to  meet  people/

customers whether they like them or not. I have to 

write articles for the Bulletin every month, which 

cannot avoid. I also volunteer for the Japanese com-

munity as a chief Bulletin editor. These jobs make 

my office a chaos every month! My wife has to feed 

our children three times a day, seven days a week. 

There are many things we cannot avoid in our eve-

ryday lives. The above story of the Kozo-san re-

minds me that when I have something that needs 

(From page 2)  

to be done, I had better do it now and should not 

procrastinate; 

I should not postpone something important for per-

sonal reasons. Another thing is, when we have to 

accomplish a task, try to do it with a heart of appre-

ciation. Because I always feel that anything that 

occers to me is trying to teach me something new. I 

donõt believe in fatalism but if I face something im-

portant I should try to accept or overcome the 

situation, and should not try to escape. 

The biggest issue a human being has to face is 

death, so I believe. 

As Buddha said, nothing can escape 

the dissolution of the body, as long 

as we live in this world. òAgingó is a 

thing we canõt escape. Even Shakya-

muni  Buddha could  not  avoid  it.  

When we seriously face this most 

important issue, we can find the real 

meaning of our life. Then, we will be 

able  to  find  the  most  important 

thing in our life, which is - I should 

say Nembutsu, Namo Amida Butsu. 

In the teaching of the Nembutsu, we 

say we are receiving Shinjin/True 

heart,  precious  gift  for  salvation 

from Amida Buddha: the Buddha of infinite life and 

light, the Buddha of wisdom and compassion. In 

our teaching, Shinjin is not something we have to 

create  and  present  to  somebody  else.  Because 

Amida Buddha is sharing his Shinjin with each and 

every one of us. It is a free gift, yet a very precious 

gift. Shinran Shonin chose Shinjin as the word 

which most adequately carries his intended mean-

ing of òthe truth of oneõs hearing and mind in a 

clear and pure way.ó Therefore, we should treasure 

Amida Buddhaõs free gift, Shinjin, and should keep 

reciting Namo Amida Butsu in our daily lives with 

appreciation to Buddha. 

 
 

Thank you very much 

to the following mem-

bers  who  participated 

for  the  Nirvana  Day 

Service and also shared 

delicious food: Ms Hi-

roko  Okuda,  Mr/Mrs 

Victor and Gill David-

son, Ms Ayako Mitsui-

Browne,  Mr  Norman 
Fung  and  his  son, 

Laszlo, and my family members, Yukimi, Yushin, 

Rin & Sho.  

Thank you for your attendance.    

 

  In Gassho 

Rev Shigenobu Watanabe  

 Amida Buddha 

Rice cooked by a traditional 

pot 

Amazake   

2017 Nirvana Day Service  
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the  school  entry  exam, 

and  number  three  was 

embarrassing experiences. 

Other interesting answers 

were; òmy life up until 

nowó,  òillnessó,  òageó, 

òheartbreakó, òthe promise 

to give up smokingó, òmy 

husbandõs  arrangements 

for golfó, etc. 

If someone invented a spe-

cial  eraser  which  will 

erase everything, I believe 

the  many  people  would 

buy it. 

 

To blow out an actual fire 

is very easy but it is diffi-

cult to blow out both their 

past  or  their  heart  and 

mind. But Amida Buddha 

knew  it  beforehand  and 

prepared his Vow to save 

all of us who are repeating false actions. Amida 

Buddha is accepting all of us as we are, just watch-

ing us equally, with no discriminations. So sponta-

neously we say òthank youó to Amida òNamo Amida 

Butsuó. 

Then I shared my English message for the adults 

as follows, 
 

We  are  gathered  here  today  to  commemorate 

Shakyamuni Buddhaõs passing away which oc-

curred on the fifteenth day of February some 2500 

years ago in Kushinagar, in northern part of India. 

I  would  like  to 

share Buddhaõs last 

moments by intro-

ducing  the  story 

from ôThe Teaching 

of Buddhaõ. 

òMy  disciples,  my 
end is approaching, 
our parting is near, 
but do not lament. 
Life is ever chang-

ing; nothing can escape the dissolution of the body. 
This I am now to show by my own death, my body 
falling apart like a dilapidated cart.ó 
òMy disciples, my last moment has come, but do 
not forget that death is only the end of the physi-
cal body. The body was born from parents and was 
nourished by food; just as inevitable are sickness 
and death.ó 
òBut the true Buddha is not a human body: - it is 
Enlightenment. A human body must die, but the 
Wisdom of Enlightenment will exist forever in the 
truth of the Dharma, and in the practice of the 
Dharma. He who sees merely my body does not 
truly see me. Only he who accepts my teaching 
truly sees me.ó 
òAfter my death, the Dharma shall be your 
teacher. Follow the Dharma and you will be true 
to me.ó 
òDuring the last forty-five years of my life, I have 
withheld nothing from my teachings. There is no 
secret teaching, no hidden meaning; everything 
has been taught openly and clearly. My dear disci-
ples, this is the end. In a moment, I shall be pass-
ing into Nirvana. This is my instruction.ó 
 

I would like to introduce an old but very famous 

Japanese story which goes like this: 

- A long time ago, there were an Osho-san (Head 

monk) and a Kozo-san (apprentice monk) in a tem-

ple. One day, Osho-san asked Kozo-san to go to the 

house of one of temple members to observe a me-

morial service. So Kozo-san went to the house to 

conduct the service. 

He was greeted at the door by an old lady. She 

said, òWelcome, welcome! I heard from Osho-san 

that you are coming. I was expecting you and am 

so glad to see you. You can stay for supper, right? I 

will cook some rice for you!ó 

Kozo-san was very 

happy, because he 

hadnõt had rice for 

a long time. White rice was 

very rare and very expensive 

food at that time in Japan. 

While he was chanting the 

sutra, all he could think about was the bowl of 

rice. From the place Kozo-san was sitting, he could 

peek at the kitchen. At first, he was the old lady 

washing rice with water and at her side, there was 

her grandchild. The next time he peeked at the 

kitchen he couldnõt believe his eyes. What Kozo-

san saw was the little boy piddling into the rice pot 

while the old lady was doing something else! 

2017 Nirvana Day Service  

(Continues on page 3)  

(From page 1)  

Devoted members offered incense one by one. (12/02/17) 

(top) Sho and (bottom) Mr 

Norman  Fung  offering 

incense in front of the shrine  

The Parinirvana of the Buddha. Gand-

hara 2-3rd Century 



  

February 27,  2017 

HBMA members observed 

Nirvana day / Nehan-e 
on 12 February 2017 

On 12 February, we held our annual Nir-

vana  Day  service. With  devoted  Dharma 

friends  we  commemorated  the  passing  of 

Sakyamuni Buddha, the founder of Buddhism.  

After the sutra chanting, we all offered incense. 

Then I shared a message about“Nirvanaó with the 

children. We first made sure of the literal meaning 

of òNirvanaó which is òto blow outó. Then I intro-

duced an account of question in a questionnaire that  

was circulated by a Japanese company which pro-

duces pencils and erasers. The question was òWhat 

do you wish to erase the most in your life?ó 

The  company  ran-

domly picked 1,000 

people  to  answer 

this  questionnaire 

and  there  received 

many  different  an-

swers. 

The  most  popular 

answer was òI wish 

to erase an embar-

rassing  experience 

which I had.ó  

More than 100 peo-

ple wrote about this 

answer-both  men 
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and women. Some embar-

rassing experiences were as 

follows; 

òWhen I fell in sleep during 

the class and talked in my 

sleep, everyone laughed at 

me.ó 

òWhen I was chosen to be master of ceremonies  

in front of all the school students, I found my fly 

was open.ó 

òWhen I was walking in the rain, I fell straight 

into manhole. Many people came to see me, etc.ó 

Among the menõs answers, the second most popu-

lar answer was a wish to erase all of their debt, 

and number three was 

to  erase  evil  politi-

cians, etc. 

For women, the second 

most  popular  answer 

was  to  erase  their 

acne and freckles, and 

number three was to 

get rid of their body 

fat.  The number one 

answer for school kids 

was bad school results, 

and number two was 

NIRVANA=涅槃 (Perfect Tranquillity) 
 

Literally, Nirvana means, òto blow out.ó This is the 

state where all human defilements and passions 

have been completely extinguished through certain 

practices and meditation based upon Right Wisdom. 

Those  who  had  attained  this  state  are  called 

Buddhas. Gautama Siddhartha had attained this 

state and became a Buddha at 35. However, it is 

thought that it was only after he had passed away 

that he reached such a state of perfect tranquillity, 

because some residue of human defilement would 

have continued to be present as long as his physical 

body existed. 

(Continues on page 2)  

When  Shakyamuni  Buddha  passed 

away, all disciples and animals in the 

forest gathered together and lamented. 

Members and friends gathered to commemorate Sakyamuni Buddhaõs passing 

away observing Nehan-e Service. Back row (L-R) Rin, Sho and Rev Watanabe, 

Hiroko Okuyama, Norman & Laszlo Fung, Yushin Watanabe, Ayako Mitsui-

Browne, Front row: Victor and Gill Davidson. (12/02/17) photo taken by Yukimi 


